
質
問

本
市
で
は
、
多
様
な
主

体
と
の
公
民
連
携
に
よ
る
新
し

い
公
共
の
実
現
が
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら

公
民
連
携
事
業
化
提
案
制
度
を

創
設
し
た
が
、
こ
の
趣
旨
や
目

的
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

行
政
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、

増
大
し
て
い
る
中
で
、
最
も
効

率
的
、
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
行
う
た
め
、
市
民
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ
・
企
業
等
と
の
連
携
、
協

働
に
よ
る
役
割
分
担
と
責
任
に

基
づ
き
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
新
し
い
公
共
」
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

公
民
連
携
基
本
方
針
を
策
定
し
、

そ
の
取
り
組
み
と
し
て
公
民
連

携
事
業
化
提
案
制
度
を
創
設
し

た
も
の
で
あ
る
。

質
問

提
案
数
、
事
業
の
分
野

や
内
容
な
ど
事
業
提
案
の
応
募

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
年
七
月
か
ら
八
月
に

か
け
て
、
市
の
全
事
業
を
対
象

質
問

総
合
計
画
２
０
２
０
の

後
期
実
施
計
画
に
お
い
て
北
消

防
署
遠
藤
方
面
出
張
所
開
設
事

に
自
由
に
提
案
を
行
う
一
般
事

業
提
案
募
集
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、

事
業
の
実
施
を
前
提
と
し
た
提

案
四
十
二
件
、
個
人
に
よ
る
ア

イ
デ
ア
の
み
の
提
案
四
件
の
計

四
十
六
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。

事
業
の
分
野
と
し
て
は
、
施
設

整
備
等
の
ハ
ー
ド
事
業
、
業
務

委
託
や
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
提
供

等
の
ソ
フ
ト
事
業
な
ど
幅
広
い

分
野
に
わ
た
っ
て
お
り
、
今
ま

で
の
行
政
の
枠
組
み
に
は
と
ら

わ
れ
な
い
複
数
の
部
門
や
組
織

に
か
か
る
横
断
的
な
事
業
提
案

が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
今

ま
で
の
枠
組
み
と
異
な
っ
た
発

想
や
企
画
に
よ
る
事
業
提
案
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
公
民

連
携
の
意
義
で
あ
り
、
そ
の
第

一
歩
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

業
は
、
今
年
度
に
施
設
建
設
と

さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
の
進

状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

遠
藤
地
区
は
、
消
防
・

救
急
活
動
の
初
動
態
勢
が
手
薄

な
地
区
で
あ
り
、
そ
の
拠
点
と

し
て
開
設
す
る
も
の
で
、
北
消

防
署
の
署
機
能
移
転
も
視
野
に

入
れ
、
用
地
の
取
得
に
向
け
、

各
方
面
に
接
触
し
て
い
る
。

質
問

現
在
の
湘
南
台
地
区
か

ら
署
機
能
が
移
転
さ
れ
た
場
合
、

湘
南
台
駅
周
辺
は
高
層
ビ
ル
や

集
客
性
の
高
い
建
物
が
多
く
、

迅
速
な
消
防
活
動
に
支
障
が
生

じ
、
災
害
が
発
生
す
る
と
被
害

の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
湘
南

台
駅
周
辺
に
署
や
出
張
所
を
配

置
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
弁

湘
南
台
地
区
は
北
部
方

面
の
重
要
な
拠
点
と
認
識
し
て

お
り
、
北
部
方
面
の
消
防
体
制

の
充
実
強
化
や
市
民
の
安
全
で

安
心
な
暮
ら
し
の
た
め
に
も
、

最
適
な
施
設
と
人
員
配
置
が
で

き
る
よ
う
新
総
合
計
画
の
実
施

計
画
を
策
定
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

質
問

子
ど
も
た
ち
の
平
和
教

育
に
対
す
る
市
の
見
解
と
政
策

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

本
市
で
は
、
毎
年
、
公

募
市
民
で
構
成
す
る
平
和
の
輪

を
ひ
ろ
げ
る
実
行
委
員
会
を
発

足
し
、
平
和
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
中
で
も
、
被
爆
地
へ
子

ど
も
た
ち
を
派
遣
す
る
事
業
で

は
、
参
加
す
る
児
童
生
徒
に
と

っ
て
は
平
和
祈
念
式
へ
の
参
列

や
被
爆
者
の
声
を
直
接
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
改
め
て
原
爆
の
恐

ろ
し
さ
や
戦
争
の
悲
惨
さ
、
平

和
の
尊
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
に
約
八
百
名
の
児
童
生
徒

の
派
遣
を
行
っ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
目

で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
心
で

感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
事
業
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
平
和

学
習
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

質
問

今
秋
開
催
予
定
の
平
和

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁

平
和
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

平
和
の
輪
を
ひ
ろ
げ
る
湘
南
・

質
問

水
難
事
故
時
の
連
携
方

策
に
対
す
る
事
前
の
話
し
合
い
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公
民
連
携
事
業
化
提
案
制
度
を
創
設

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
新
た
な
発
想
で
提
案

新
し
い
公
共
の
推
進

子どもたちが平和の尊さを知る機会となっている長崎派遣事業

北
部
方
面
の
消
防
体
制

充
実
強
化
の
方
策
は

質
問

公
有
資
産
は
、
市
民
の

大
切
な
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

す
べ
て
を
集
約
し
た
資
産
台
帳

の
整
理
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁

市
所
有
の
公
有
財
産
は
、

公
有
財
産
規
則
に
基
づ
き
公
有

財
産
台
帳
を
作
成
し
管
理
し
て

い
る
。
こ
の
台
帳
に
お
け
る
公

有
財
産
に
つ
い
て
は
、
道
路
及

び
下
水
道
に
か
か
わ
る
不
動
産

は
登
載
さ
れ
て
い
な
い
。現
在
、

公
有
地
等
活
用
検
討
委
員
会
を

と
の
公
民
連
携
に
よ
る
新
し
い

公
共
の
実
現
②
市
民
と
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
③
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
改
革
に

よ
る
市
民
満
足
度
の
向
上
と
行

財
政
の
効
率
化
に
立
脚
し
た
行

政
経
営
の
実
現
―
―
以
上
三
つ

の
視
点
に
基
づ
き
、
新
た
な
経

営
戦
略
プ
ラ
ン
の
策
定
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

行
政
改
革
と
は
二
重
構
造
で
わ

か
り
に
く
い
仕
組
み
だ
が
、
今

年
度
、
第
三
次
行
政
改
革
が
最

終
年
度
を
迎
え
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
、
今
後
の
行
財
政
改
革
に

対
す
る
取
り
組
み
の
方
向
性
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

こ
れ
ま
で
の
行
政
改
革

は
、
行
政
シ
ス
テ
ム
の
ス
リ
ム

化
に
重
点
を
置
い
て
き
た
が
、

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
は
新
た
に
経

営
と
い
う
視
点
に
立
ち
、
限
ら

れ
た
経
営
資
源
を
効
率
的
、
効

果
的
に
活
用
し
、
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を
図
る
た
め
の
施
策

で
あ
り
、
市
民
と
取
り
組
む
公

共
経
営
、市
民
の
た
め
の
分
権
、

人
材
の
最
適
活
用
、
健
全
な
財

政
運
営
な
ど
を
柱
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
三

次
行
政
改
革
終
了
後
も
、
平
成

二
十
三
年
度
末
ま
で
の
計
画
で

あ
る
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
各
課

題
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
は
、
①
市
民
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
等
多
様
な
主
体

江
の
島
会
議
と
し
て
、
十
一
月

二
十
七
日
と
二
十
八
日
に
、
か

な
が
わ
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
会
議

は
、
長
崎
、
広
島
両
市
長
を
招

き
、
被
爆
地
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
初
め
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参
加
を
予
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
県
内
非
核
宣

言
自
治
体
の
首
長
等
に
よ
る「
湘

南
ふ
じ
さ
わ
平
和
ア
ピ
ー
ル
」や

市
民
参
加
に
よ
る
交
流
会
か
ら

平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
信
、
長

崎
平
和
学
習
に
参
加
し
た
子
ど

も
た
ち
の
平
和
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

発
信
等
も
現
在
調
整
中
で
あ
る
。

や
課
題
整
理
を
行
う
た
め
発
足

し
た
連
絡
会
議
の
開
催
状
況
や

内
容
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

海
上
保
安
庁
の
湘
南
海

上
保
安
署
、
藤
沢
警
察
署
等
及

び
消
防
本
部
の
公
的
救
助
機
関

と
神
奈
川
県
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン

グ
連
盟
等
の
民
間
救
助
機
関
が

参
加
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
海
岸

（
海
辺
）地
域
人
命
救
助
活
動
実

施
機
関
連
絡
会
議
が
六
月
二
十

九
日
に
正
式
発
足
し
た
。
こ
の

会
議
で
は
、
災
害
発
生
時
等
に

お
け
る
公
的
救
助
機
関
と
民
間

救
助
機
関
と
の
連
携
方
策
を
調

査
、
研
究
、
検
討
し
、
本
市
海

岸
地
域
の
災
害
対
応
力
、
特
に

救
助
力
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。
最
終
的
に

は
、
人
命
救
助
活
動
先
進
海
岸

地
域
と
し
て
安
全
安
心
な
海
辺

の
構
築
を
考
え
て
い
る
。

質
問

民
間
の
ラ
イ
フ
セ
ー
バ

ー
団
体
の
救
助
活
動
に
お
け
る

指
示
系
統
、
責
任
体
制
に
つ
い

て
、
今
後
の
連
絡
会
議
で
明
確

に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁

連
絡
会
議
は
、
災
害
発

生
時
の
公
的
救
助
機
関
と
民
間

の
救
助
機
関
と
の
連
携
活
動
に

特
化
し
た
課
題
抽
出
と
解
決
方

策
の
検
証
・
確
認
等
を
目
的
と

し
て
お
り
、
ま
ず
は
連
絡
会
議

の
最
終
目
標
を
達
成
す
る
た
め

課
題
等
を
一
つ
一
つ
議
論
し
て

い
き
た
い
。
今
後
は
、
公
的
救

助
機
関
同
士
は
も
と
よ
り
、
民

間
救
助
機
関
と
の
連
携
を
充
実
、

強
化
し
、
水
難
救
助
体
制
の
一

層
の
強
化
に
向
け
推
進
し
て
い

き
た
い
。

資
産
台
帳
で
市
所
有
の

財
産
す
べ
て
の
集
約
を

平和事業の展開

本年11月に開催予定
平和シンポジウム

水
難
救
助
の
体
制
強
化

今
後
の
取
り
組
み
は

討
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
公
有
財
産
台
帳
に
未

登
載
の
道
路
及
び
下
水
道
は
、

道
路
台
帳
及
び
下
水
道
台
帳
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
管
理
上

必
要
な
路
線
等
の
幅
員
等
の
み

が
登
載
さ
れ
、
敷
地
の
所
在
地

番
、
評
価
額
等
の
資
産
内
容
は

登
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

道
路
及
び
下
水
道
敷
地
が
資
産

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
が
、
道
路
や
下

水
道
に
か
か
わ
る
不
動
産
も
市

の
資
産
で
あ
る
の
で
、
今
後
、

調
査
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

設
置
し
、
市
所
有
の
不
動
産
の

う
ち
台
帳
に
未
登
載
で
利
用
目

的
が
な
い
不
動
産
を
洗
い
出
し

て
お
り
、
新
た
に
見
つ
か
っ
た

も
の
に
つ
い
て
は
、
台
帳
に
登

載
し
、
そ
の
有
効
活
用
に
向
け

た
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
市
所

有
の
財
産
す
べ
て
を
集
約
し
た

資
産
台
帳
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
大
切
な
財
産
を
把
握
し
、
適

切
な
維
持
管
理
と
資
産
の
有
効

活
用
及
び
公
会
計
改
革
の
趣
旨

に
も
あ
る
資
産
の
有
効
活
用
策

を
構
築
す
る
観
点
か
ら
も
重
要

な
課
題
で
あ
る
た
め
、
今
後
検

質
問

市
長
が
新
た
に
策
定
し

た
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
と
第
三
次

施
設
で
あ
る
た
め
、
こ
の
事
業

は
継
続
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、撤
退
に
関
し
て
の
国
、

県
と
の
協
議
は
行
っ
て
い
な
い
。

質
問

新
た
な
代
表
企
業
の
選

考
の
プ
ロ
セ
ス
は
公
開
す
べ
き

で
あ
る
。
ま
た
、
選
考
前
に
検

討
内
容
を
議
会
に
報
告
す
べ
き

と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁

代
表
企
業
の
選
考
は
、

Ｓ
Ｐ
Ｃ
内
部
の
株
主
の
変
更
で

あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
主
体
で
進
め
ら

れ
て
い
る
。
選
考
に
係
る
情
報

は
市
の
情
報
公
開
制
度
の
対
象

外
で
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｃ
か
ら
提
供

を
受
け
た
情
報
も
、
現
時
点
で

は
選
考
過
程
に
あ
る
た
め
、
非

公
開
情
報
と
し
て
取
り
扱
う
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
議
会
へ
の

報
告
に
つ
い
て
は
、
代
表
企
業

の
決
定
後
、
十
二
月
議
会
で
報

告
し
て
い
き
た
い
。

議会を傍聴しませんか
閉会中に開催する諸会議及び12月定例

会は、右の日程表のとおり開催する予定で
す。
なお、日時等は、変更になることもあ

りますので、詳しい内容については、下
記へお問い合わせください。
【問合せ】議会事務局 議事課
�0466-25-1111 内線5621～2
FAX 0466-24-0123

請願と陳情のご案内
12月定例会では、次の日時までに提

出されたものを審査します。
請願　11月22日（月）正午まで
陳情　11月26日（金）午後５時まで

閉会中に開催する諸会議 12月定例会
開 催 日

１１月１７日（水）

２２日（月）

会　　議　　名

藤沢都心部再生

・公共施設再整備特別委員会

議会運営委員会

開会時刻

９：３０

１４：３０

開 催 日
１１月２６日（金）
３０日（火）

１２月１日（水）
２日（木）
３日（金）
６日（月）
７日（火）
９日（木）
１０日（金）
１３日（月）
１４日（火）

会　　議　　名

本会議（議案の説明など）
本会議（議案の審議など）
建設常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
総務常任委員会
議会運営委員会
本会議（議決、一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問）
本会議（一般質問、議決など）

開会時刻

１０：００
１０：００
９：３０
９：３０
９：３０
９：３０
９：３０
１０：００
１０：００
１０：００
１０：００

※提出方法については議会事務局 議事課に
お問い合わせください。

Ｓ
Ｐ
Ｃ
代
表
企
業

選
考
プ
ロ
セ
ス
公
開
を

質
問

堆
肥
化
セ
ン
タ
ー
を
運

営
す
る
Ｓ
Ｐ
Ｃ
の
新
た
な
代
表

企
業
を
選
考
中
と
の
こ
と
だ
が
、

現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
事

業
か
ら
は
撤
退
す
べ
き
で
あ
る
。

撤
退
に
つ
い
て
の
検
討
及
び
撤

退
に
関
し
て
の
国
、
県
と
の
協

議
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁

こ
の
事
業
の
継
続
を
断

念
し
た
場
合
、
農
家
及
び
農
協

が
Ｓ
Ｐ
Ｃ
に
出
資
し
た
約
四
千

万
円
が
保
全
さ
れ
な
い
こ
と
、

国
、
県
か
ら
の
補
助
金
約
六
億

円
の
返
還
が
生
じ
る
こ
と
な
ど

大
き
な
影
響
が
生
じ
る
。
本
施

設
は
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構

築
の
た
め
に
は
必
要
不
可
欠
な

※各本会議の日には、９：３０から議会運営委員会が開催されます。

行
財
政
改
革
の
取
り
組
み

今
後
の
方
向
性
は

※

※SPC…湘南エコファクトリーPFI株式会社




